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一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
決
算
総
額
は
、
歳
入
が

54
億
３
千
５
８
２
万
円
、
歳
出
が
53
億
８
千
５
７
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
15
年
度
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
前
年
度
に
比
べ
４

億
８
千
６
７
３
万
円
13
・
56
％
減
の
31
億
１

７
２
万
円
で
し
た
。
主
な
内
容
は
、
地
方
交

付
税
10
億
５
千
２
２
１
万
円
（
対
前
年
度
比

15
・
35
％
減
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
村
税

６
億
６
千
15
万
円
（
同
３
・
22
％
減
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
決
算
状
況

地方譲与税�
25,626,000円�
0.8%�
�
利子割交付金�
10,245,000円�
0.3%�
�
地方消費税交付金�
55,055,000円�
1.8%�
�
ゴルフ場利用税�
交付金�
25,809,293円�
0.8%�
�
自動車取得税交付金�
22,568,000円�
0.7%�
�
地方特例交付金�
30,598,000円�
1.0%

村税�
660,154,996円 �
21.3%

地方交付税�
1,052,205,000円 �
33.9%

村債�
 337,900,000円 10.9%��
諸収入�
 39,332,416円 1.3%��
繰越金�
 57,394,845円 1.9%�
�
�
�
�
����
財産収入�
 1,934,424円 0.1%�
�
府支出金�
 186,937,754円 6.0%�
�
国庫支出金�
 64,748,427円 2.1%�
�
使用料及び手数料�
 28,740,020円 0.9%�
�
分担金及び負担金�
 12,416,690円 0.4%�
�
交通安全対策特別交付金�
 1,215,000円 0.0%

繰入金�
488,846,642円 �
15.8%

歳　入�
3,101,727,507円�
総人口　6,799人�
456,203円�

人�

＝ 介 護 保 険 ＝ ＝ 老 人 保 健 ＝ ＝ 国民健康保険 ＝
特
別
会
計

介護保険は、介護を家族だけの
負担としないで、介護サービス
により、高齢者と家族をともに
支えていこうとするものです。
保険給付費の内訳
居宅サービス給付費 19,292万円
施設サービス給付費 17,071万円
居宅サービス計画給付費 1,589万円
住宅改修費 366万円
福祉用具購入費 96万円
高額サービス費 151万円
審査支払手数料 65万円
計 38,630万円

被保険者数 1,525人

75歳以上（昭和7年9月30日以前
に生まれた人を含む）の人と65

歳以上で一定の障害のある人が
医療機関にかかった場合の医療
費を支出する会計です。

受給者数　1,029人
受給者１人当たり
¡医療費　758,790円

加入世帯　1,152世帯
被保険者　2,480 人
被保険者１人当たり
¡医療保険料 83,389円
¡医療費 230,620円
加入世帯1世帯当たり
¡医療保険料 179,518円
¡医療費 358,542円

（診療所）
受診者数　4,526人
公債費年度末残高

１億１４８万円
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＝ 下水道事業 ＝＝ 金剛山観光事業 ＝

一
方
、
歳
出
は
、
前
年
度

に
比
べ
４
億
９
６
３
７
万
円

14
・
06
％
減
の
30
億
３
千
４

６
８
万
円
で
し
た
。

主
な
内
容
は
、
施
設
整
備

と
し
て
、
香
楠
荘
改
装
工
事

及
び
金
剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

の
制
振
装
置
取
り
付
け
・
車

掌
省
略
工
事
な
ど
に
対
す
る

繰
出
金
５
千
８
２
０
万
円

﹇
写
真
﹈、
棚
田
・
ふ
る
さ
と

保
全
対
策
事
業
工
事
２
千
６

５
４
万
円
で
す
。

費
目
別
で
は
、
総
務
費
７

億
85
万
円
（
対
前
年
度
比

39
・
62
％
増
）
が
最
も
多
く
、

次
い
で
民
生
費
４
億
８
千
１

５
３
万
円（
同
27
・
31
％
減
）、

教
育
費
４
億
７
千
５
７
４
万

円
（
同
７
・
56
％
減
）と
な
っ

て
い
ま
す
。

会計別歳入歳出決算状況

区分
歳　入 歳　出 差 引 額

翌 年 度 実　質
会計別 繰越財源 収支額

一　般　会　計 310,172 303,468 6,704 1,487 5,217

国民健 事業勘定 61,178 58,282 2,896 0 2,896
康保険 施設勘定 6,671 6,631 40 0 40

老　人　保　健 77,505 78,076 －571 0 －571

介　護　保　険 39,692 39,675 17 0 17

下 水 道 事 業 28,162 28,162 0 0 0

金剛山観光事業 20,202 24,280 －4,078 0 －4,078
合　　計 543,582 538,574 5,008 1,487 3,521

特
別
会
計

（単位：万円）

�
諸支出金　264,860　0.0%�
�
�

議会費　93,631,940円　3.1%

総務費�
700,852,269円 �

23.1%

民生費�
481,534,881円 �
15.9%

衛生費衛生費�
292,249,774円 �

9.6%

衛生費�
292,249,774円 �

9.6%
商工費�
120,254,820円　4.0%��
農林水産業費�
129,727,283円　4.3%

土木費�
244,566,166円�
8.0%

消防費�
161,061,667円 �
5.3%�
�

教育費�
475,744,564円 �
15.7%

公債費公債費�
334,794,554円 �

11.0%

公債費�
334,794,554円 �

11.0%

歳　出�
3,034,682,778円�

�
446,343円�

人�

１．収益的収支〔消費税抜〕

収益は、１億5,895万４千円（前年度より

0.1%増）でした。主なものは水道料金で１億

4,387万7千円となっています。

費用は、１億5,144万７千円（前年度より

1 .9%減）でした。主な内訳は、総係費で

4,743万４千円（前年度より10.0%減）、減価

償却費で4,111万７千円（前年度より6.4%増）

です。この結果、純利益が750万７千円とな

り、年度末累積欠損金として5,434万９千円

を翌年度に繰り越しました。

２．資本的収支〔消費税込〕
主な事業は、老朽管（石綿管）更新工事な

どです。

収支差引での不足額4,167万４千円は、過年

度分損益勘定留保資金などで補てんしました。

３．企業債年度末残高

４．業務状況

５．水源依存率

＝ 水道事業会計決算状況 ＝

（単位：千円）

（単位：千円）

平成16年３月末現在 ６億5,726万８千円

給　　水　　人　　口 116 , 7 1 7人

給　　水　　戸　　数 112 , 3 6 7戸

年 間 総 配 水 量 8 4 1 , 6 4 5k

年 間 総 有 収 水 量 7 5 8 , 7 0 3k

富田林市水 1,027K （0.1％）�

水源依存率 

大阪府営水 149,350K（17.8％）�

自己水  691,268K�
（82.1％）�

水　道　事　業　収　益 1 5 8 ,9 5 4

水　道　事　業　費　用 1 5 1 ,4 4 7

平 成 1 5 年 度 純 利 益 11 7 ,5 0 7

収　　　　　　　　　入 34 , 5 9 3

支　　　　　　　　　出 76 , 2 6 7

収 支 差 引 不 足 額 41 , 6 7 4

香楠荘改装工事および制振装置
取付工事をしました。

¡金剛山ロープウェイ
運転回数　7,801回
輸送人数　14万6,817人
¡香楠荘
定員 53人
宿泊者数 4,249人

公債費年度末残高
1,778万円

森屋、水分、川野辺、二河原辺、
東阪、小吹台地区の一部で、汚
水管渠布設工事などを実施し、
8 .72haの面整備を行いました。
事業費は1億1,114万円です。

年度末普及率
29.4％
公債費年度末残高
14億4,028万円
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こ
れ
か
ら
出
て
く
る
金
額
は
、
平
成
15
年
度
の
決
算
額
を
平
成
16
年
３
月
末
の
人
口
（
６
、

７
９
９
人
）
で
割
っ
た
も
の
（
１
人
当
た
り
金
額
）
で
表
し
て
い
ま
す
。
実
際
の
家
庭
に
お
け

る
家
計
簿
と
は
、
か
け
離
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
限
り
わ
か
り
や
す
く
な
る

よ
う
に
努
め
た
つ
も
り
で
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

村
の
家
計
簿
の
中
身
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

た
。
平
成
15
年
度
の
借
入
金
を
含
め
た
収
入

は
45
万
３
千
円
で
し
た
。

景
気
の
低
迷
な
ど
の
影
響
で
、
基
本
給
は

５
年
連
続
（
平
成
11
年
度
か
ら
）
で
減
り
続

け
１
万
２
千
円
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
諸

手
当
も
三
位
一
体
の
改
革
な
ど
で
減
ら
さ

れ
、５
年
前
よ
り
７
万
８
千
円
減
り
ま
し
た
。

支
出
の
ほ
う
を
見
ま
す
と
、
食
費
（
人
件

費
）
が
16
万
５
千
円
、
光
熱
水
費
（
物
件
費
）

が
８
万
８
千
円
、
テ
レ
ビ
の
修
繕
費
（
維
持

補
修
費
）
が
２
千
円
、
教
育
費
・
医
療
費

（
扶
助
費
）
が
２
万
円
、
ク
ラ
ブ
や
地
区
な

ど
へ
の
各
種
会
費
（
補
助
費
な
ど
）
が
３
万

８
千
円
、
家
の
増
改
築
な
ど
（
普
通
建
設
事

業
費
）
が
１
万
５
千
円
、
ロ
ー
ン
の
返
済

（
公
債
費
）
が
４
万
７
千
円
、
貯
金
（
積
立

金
）
が
４
千
円
、
子
ど
も
へ
の
仕
送
り
（
繰

出
金
）
が
６
万
２
千
円
な
ど
で
、
合
計
44
万

３
千
円
で
し
た
。

差
し
引
き
１
万
円
の
黒
字
の
よ
う
に
思
え

ま
す
が
、
貯
金
は
積
み
立
て
た
額
よ
り
引
き

平
成
15
年
度
の
村
の
収
入
は
、
基
本
給

（
村
税
や
使
用
料
な
ど
の
自
主
財
源
）
が
10

万
９
千
円
、
諸
手
当
（
国
・
府
支
出
金
や
地

方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
）
が
21
万
７
千

円
で
、
合
計
32
万
６
千
円
で
し
た
。
そ
の
他

に
前
年
の
繰
り
越
し
（
平
成
14
年
度
）
が
８

千
円
、
借
入
金
が
４
万
７
千
円
、
そ
れ
で
も

足
り
ず
に
貯
金
を
７
万
２
千
円
お
ろ
し
ま
し

村
の
収
入

村
の
支
出

出
し
た
額
の
ほ
う
が
多
い
の
で
、
実
際
は
３

万
７
千
円
の
赤
字
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
で
３

年
連
続
の
赤
字
で
す
。

今
年
（
平
成
16
年
度
）
か
ら
は
、「
第
２

次
財
政
健
全
化
方
策
」
に
よ
り
、
食
費
（
人

件
費
）
で
１
万
４
千
円
、
各
種
会
費
（
補
助

費
な
ど
）
で
２
千
円
、
光
熱
水
費
（
物
件
費
）

で
６
千
円
な
ど
、
合
計
で
３
万
２
千
円
の
節

約
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
節
約
し
た
金
額
以
上
に
諸
手

当（
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
交
付
税
の
減
額
）

な
ど
収
入
の
総
額
が
減
っ
て
お
り
、
今
後
も

減
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
家
計
は

厳
し
い
ま
ま
で
す
。
さ
ら
に
、
最
近
の
赤
字

続
き
で
貯
金
が
５
万
７
千
円
し
か
残
っ
て
い

な
い
の
に
対
し
て
、
ロ
ー
ン
の
残
高
は
45
万

２
千
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
貯
金
を
使
い
切
っ
て
し

ま
い
、
こ
れ
以
上
家
計
を
維
持
で
き
な
く
な

り
ま
す
。（
財
政
再
建
団
体
へ
転
落
＝
会
社

の
倒
産
に
あ
た
り
ま
す
）

な
ん
と
か
倒
産
し
な
い
よ
う
に
、
食
費
や

光
熱
水
費
な
ど
生
活
に
欠
か
せ
な
い
支
出
や

ロ
ー
ン
の
返
済
な
ど
節
約
す
る
の
に
限
界
が

あ
る
も
の
（
義
務
的
経
費
）
も
あ
り
ま
す
が
、

給
料
だ
け
で
や
り
く
り
で
き
る
よ
う
に
さ
ら

な
る
節
約
と
収
入
を
増
や
す
努
力
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

現
在
の
村
の
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
を

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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195 185 185

0

210

取崩し額�
基金残高�

減少する基金残高

財政収支見通し
（単位：百万円）

歳入 歳出 差引

平成16年 2,131 2,131 0 0

平成17年 2,150 2,198 △048 △048

平成18年 1,909 2,281 △372 △420

平成19年 1,890 2,127 △237 △657

平成20年 1,870 2,196 △326 △983

累積
収支年度
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今
回
は
楠
公
さ
ん
の
館
跡
の
も
う

ひ
と
つ
の
候
補
地
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

本
村
に
は
「
建
武
の
中
興
以
降
楠

木
邸
跡
」
と
い
う
伝
承
が
残
る
場
所

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
周
辺
に
は
、
花

屋
敷
・
古
屋
敷
な
ど
の
地
名
が
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
所
は
、
以

前
に
富
田
林
高
校
分
校
が
あ
っ
た
場

所
の
東
側
あ
た
り
で
、
桐
山
遺
跡
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

楠
公
さ
ん
の
時
代
の
戦
い
で
は
山

城
と
い
う
も
の
が
築
か
れ
ま
す
が
、

そ
れ
ら
の
多
く
は
日
常
生
活
を
営
む

集
落
か
ら
あ
ま
り
遠
く
は
な
い
所
に

築
か
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
山
城

と
館
と
は
セ
ッ
ト
で
、
緊
急
時
と
日

常
と
い
う
生
活
空
間
の
使
い
分
け
が

な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
桐
山
遺

跡
と
赤
阪
城
跡
（
中
学
校
の
あ
る
丘

陵
）
・
楠
木
城
跡
（
給
食
セ
ン
タ
ー

の
南
側
の
山
）
と
は
距
離
的
に
も
ち

ょ
う
ど
良
い
関
係
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
前
回
紹
介
し
た
誕

生
地
と
桐
山
遺
跡
の
２
つ
が
楠
公
さ

ん
の
館
跡
の
候
補
地
で
す
。
ど
ん
な

館
に
住
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

み
な
さ
ん
も
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。次

回
は
、
本
村
に
築
か
れ
た
、
中

世
の
山
城
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 Vol.2

国
税
庁
で
は
、
税
の
仕
組
み
や
目

的
を
「
考
え
」
て
も
ら
い
、
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
11
月
11
日
か
ら

11
月
17
日
ま
で
を
「
税
を
考
え
る
週

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
家
族
や
職
場
な
ど
で

税
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

年
末
調
整
と
は
？

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
は
、
毎
月

の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
に
対
す
る
所
得

税
は
、
給
与
な
ど
か
ら
天
引
き
（
源

泉
徴
収
）
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合

が
年
末
調
整
で
清
算
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
１
年
間
の
合
計
額
は
、
年
間
の

給
与
総
額
に
対
し
て
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
税
額
（
年
税
額
）
と
一
致

し
な
い
の
が
普
通
で
す
。
こ
れ
は
次

の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
ま
す
。

①
結
婚
、
出
産
、
就
職
な
ど
の
た
め

年
の
中
途
で
扶
養
親
族
の
数
に
異

動
が
あ
る
こ
と
。

②
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
の
控

除
や
配
偶
者
特
別
控
除
な
ど
は
毎

月
の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
の
源
泉
徴

収
の
と
き
に
は
考
慮
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
。

こ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後
の
給

与
な
ど
の
支
払
を
受
け
る
と
き
に
、

過
不
足
額
の
清
算
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
年
末
調
整
と
い
い
、
大
部
分

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
こ
の
年
末
調

整
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
納
税
が
完
了

す
る
こ
と
に
な
り
、
確
定
申
告
の
必

要
が
な
く
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
説
明
会

村
と
富
田
林
税
務
署
で
は
、
給
与

支
払
者
（
源
泉
徴
収
義
務
者
）
を
対

象
に
「
年
末
調
整
の
仕
方
」
お
よ
び

「
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
要
領
」

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
の
で
、参
加
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
も
午
後
２
時
よ
り

※
不
足
の
用
紙
な
ど
に
つ
い
て
は
、

会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
村
税
務
課

¡
富
田
林
税
務
署
　
1
@4
３
２
８
１

月
　
日

会
　
場

富
田
林
市
市
民
会
館

中
ホ
ー
ル

ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

（
河
内
長
野
市
立
文
化
会
館
）

を
考
え
る
週
間
11
月
11
日
〜
11
月
17
日

税

固定資産税
第４期分の
納期限は

11月30日（火）です
☆未納の税金があれば
併せて納付してください☆

〈問い合わせ〉
税務課

11
月
22
日

（
月
）

12
月
１
日

（
水
）

違
法
屋
外
広
告
物
を

一
斉
撤
去
し
ま
す

安
全
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
違
法
に
掲
出
さ

れ
た
屋
外
広
告
物
な
ど
（
は
り
紙
、

の
ぼ
り
旗
、
広
告
板
、
立
て
看
板

な
ど
）
に
関
し
て
、
大
阪
府
富
田

林
土
木
事
務
所
と
南
河
内
地
域
の

６
市
３
町
１
村
（
富
田
林
市
、
河

内
長
野
市
、
松
原
市
、
羽
曳
野
市
、

藤
井
寺
市
、
大
阪
狭
山
市
、
太
子

町
、
河
南
町
、
千
早
赤
阪
村
、
美

原
町
）
が
相
互
に
連
携
し
て
、
掲

出
の
抑
止
と
迅
速
な
除
去
対
策
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
、
去
る
５
月
31

日
に
南
河
内
地
域
違
法
屋
外
広
告

物
等
対
策
協
議
会
を
設
立
し
ま
し

た
。年

末
を
控
え
、
違
法
屋
外
広
告

物
の
掲
出
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

南
河
内
地
域
違
法
屋
外
広
告
物
等

対
策
協
議
会
で
は
11
月
22
日
か
ら
26

日
の
間
で
一
斉
撤
去
活
動
を
実
施

し
ま
す
。

ま
ち
の
美
化
や
安
全
の
向
上
の

た
め
に
は
、
行
政
、
住
民
、
事
業

者
が
連
携
を
図
り
広
告
物
の
違
法

掲
出
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
取
り

組
み
が
不
可
欠
で
す
。

美
し
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
違
法
広
告
物
を
一
掃
す

る
施
策
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
産
業
建
設
課

¡
大
阪
府
富
田
林
土
木
事
務
所

1
@5
１
１
３
１

▲楠木邸跡の伝承が残る桐山遺跡
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村職員などの給与については、村の条例に基づき支給され、その内容は毎年度、

村議会で審議されていますが、より広くその内容を理解いただくため、職員の給与

状況などを公表します。

なお、内容は平成16年４月１日現在のもので、ここに掲載した給与は、税金や各

種保険料などを差し引く前の額で、いわゆる手取り額ではありません。

〈問い合わせ〉総務課

村職員の給与の実態

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 ９級 計

⑥一般行政職の級別職員数の状況

標 準 的 な 主　　　　　事 係長・主査 次長 部長
職 務 内 容 技　　　　　師 主事・技師 課長 理事

職　員　数 ０人 １人 ０人 3人 2 3人 1 9人 1 6人 8人 5人 7 5人

本年度 ０％ 1 . 3％ ０％ 4 . 0％ 3 0 .7％ 2 5 .3％ 2 1 .3％ 1 0 .7％ 6 .7％ 1 0 0％

前年度 1 .2％ 0％ 2 . 4％ 3 .5％ 3 4 .0％ 1 4 .1％ 2 2 .4％ 1 3 .0％ 9 .4％ 1 0 0％

構

成

比

⑤職員の初任給の状況

千　早　赤　阪　村 国

採用２年経過日 初任給 採用２年経過日初任給
給　料　額 給　料　額

一般行政職
大 学 卒 1 8 4 ,4 0 0円 1 9 8 , 6 0 0円 1 7 0 ,7 0 0円 1 8 4 ,4 0 0円

高 校 卒 1 5 4 ,3 0 0円 1 7 0 , 7 0 0円 1 3 8 ,8 0 0円 1 4 8 ,5 0 0円

区　　　　　分

一　般　行　政　職
区　　　分

平均給料月額 平 均 年 齢

千 早 赤 阪 村 3 2 8 , 0 0 0円 4 3 . 3歳

（注）一般行政職とは、水道、税務、幼稚園などを除いた一般事務職員です。

③職員の平均給料月額および平均年齢の状況

区　　　分 勤続年数10年 勤続年数15年 勤続年数20年

一般行政職
大学卒 2 7 0 ,8 0 0円 3 2 0 ,2 0 0円 3 6 6 , 1 0 0円

高校卒 2 3 4 ,6 0 0円 2 7 9 ,4 0 0円 3 2 9 , 5 0 0円

④職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

16年度
人 千円 千円 千円 千円 千円
92 361,137 96,458 161,190 618,785 6,725

②職員給与費の状況（一般会計予算）

区 分
職員数
Ａ

給　　　与　　　費

給　料 職員手当 期 末 ・
勤勉手当 計　Ｂ

１人当たり
給 与 費
（Ｂ／Ａ）

15年度
平成16年３月31日 千円 千円 ％ ％

6,767人 3,034,683 1,123,114 37.0 25.2

①人件費の状況（一般会計15年度決算）

区 分
住民基本台
帳人口

（年度末）

歳出額
Ａ

人件費
Ｂ

人件費率
（Ｂ／Ａ）

（参考）
14年度の
人件費率

主査
主事
技師

主査
主事
技師

課長
参事
課長代理
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⑧特別職の報酬などの状況

区　　分 給料月額等 区　　分 給料月額等

給
料

報
　
酬

期
末
手
当

村　長 6 7 1 ,5 0 0円 議　長 3 2 9 ,8 0 0円

副議長 3 1 0 ,4 0 0円

議　員 2 8 6 ,1 0 0円

助　役 5 7 8 ,0 0 0円

村　長
助　役 議　長

副議長
議　員

（支給割合）
６月期 2.10月分
12月期 2.30月分

計 4.40月分

（支給割合）
６月期 2.10月分
12月期 2.30月分

計 4.40月分

期
末
手
当 （注）職員数は一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を有

する休職者・派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員
は除きます。

¡部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

⑨定員の状況

区　　分 職　員　数（単位：人） 対前年
主な増減理由

部　　門 平成14年 平成15年 平成16年 増減数

議　会

総　務

税　務

農　林

商　工

土　木

民　生

衛　生

小　計

教　育

小　計

一般会計計

病　院

水　道

交　通

下水道

その他

小　計

合　計

3 2 2

3 1 3 0 2 6 △ 4 業務の統合

6 7 6 △ 1 業務の統合

4 4 3 △ 1 課の統合

5 4 3 △ 1 課の統合

1 0 1 0 1 0

9 7 7

8 9 8 △ 1 課の統合

7 6 7 3 6 5 △ 8

2 3 2 2 2 6 4 業務の増

2 3 2 2 2 6 4

9 9 9 5 9 1 △ 4

4 4 4

5 5 5

7 7 2 △ 5 運営の民間委託

5 5 4 △ 1 課の統合

8 8 6 △ 2

2 9 2 9 2 1 △ 8

1 2 8 1 2 4 1 1 2 △ 1 2

公
営
企
業
等
会
計

特
別
行
政

一
　
　
般
　
　
行
　
　
政

区　分 千　早　赤　阪　村 国 区　分 千　早　赤　阪　村 国

調　整　手　当 16年度支給率 10％ 16年度１人当たり平均支給月額 29 ,0 9 6円

時間外勤務手当 16年度支給総額 6 ,1 4 1千円 １人当たり平均支給月額 8 ,9 7 8円

職員全体に占める手当支給職員の割合 12 . 0％

特 殊 勤 務 手 当 手当の種類（手当数） 10 . 2％

（代表的な手当の名称：普通索道事業従事手当、診療所診療事務従事手当）

¡調整手当・時間外勤務手当および特殊勤務手当

¡期末手当・勤勉手当および退職手当

⑦職員手当の状況

期末手当

勤勉手当

同　じ 退職手当

（平成16年度支給割合）
期末手当 勤勉手当

６月期 1.40月分 0.70月分
12月期 1.60月分 0.70月分

計 3.0月分 1.4月分
職制上の段階、職務の級などによる加算措置
4級（主査以上）～９級（５％～15％）

（支給率）
自己都合 勧奨・定年

勤続20年 21.00月分 27.30月分
勤続25年 33.75月分 42.12月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分

その他の加算措置　定年前早期退職特例措置
（３％～30％）

退職時特別昇給　　1号級　（21年以上）

一　部

異なる

区分 区分 千　早　赤　阪　村 国

¡扶養手当・住居手当および通勤手当

扶養

手当

住居

手当

通勤

手当

配偶者

その他の
扶養親族

２人目まで月額
３人目より月額
満16歳から満22歳
までの子１人につき

月額 13,500円

6,000円
5,000円

（上記の額に加算）
5,000円

27,000円を限度とし
支給

3,000円
（新築・取得の場合
５年間は、6,000円）

借家で家賃（１万２千円を超
える額）を支払っている者

持家・世帯主などの者

交通機関利用者
45,000円まで全額支給
45,000円以上は、最高限度額
50,000円まで支給

０㎞以上２㎞未満 2,000円
２㎞以上５㎞未満 3,800円
５㎞以上10㎞未満 4,100円
10㎞以上15㎞未満 6,500円
15㎞以上20㎞未満 8,900円
20㎞以上25㎞未満 11,300円
25㎞以上30㎞未満 13,700円
30㎞以上35㎞未満 16,100円
35㎞以上40㎞未満 18,500円
40㎞以上 20,900円

自動車など交通用具
利用者
（２km未満は特に
承認した者のみ）

同　じ

異なる

一　部

異なる

課の統合及び
民間委託



ち
は
や
園
地
で
ひ
ろ
っ
た
自
然
の

素
材
を
使
っ
て
工
作
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
３
日（
祝
）

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

参
加
費
　
３
０
０
円

秋
の
夜
空
に
望
遠
鏡
を
向
け
て
、

眺
め
て
み
よ
う

月
日

①
11
月
６
日（
土
）

②
11
月
13
日（
土
）

時
間
　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

＊
参
加
に
際
し
て
は
宿
泊
が
必
要
と

な
り
ま
す
（
宿
泊
費
は
別
途
必
要
）

自
然
の
素
材
で
工
作

①
秋
の
夜
空
で
星
団
さ
が
し

②
初
冬
の
星
座
と
す
ば
る
を
探
そ
う

植
物
た
ち
の
落
と
し
物
で
、
布
を

染
め
て
み
よ
う

日
時
　
11
月
７
日（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

参
加
費
　
１，

５
０
０
円

講
師
　
稲
田
利
子
さ
ん

金
剛
山
に
そ
ろ
そ
ろ
や
っ
て
く

る
、
冬
鳥
た
ち
を
探
し
に
行
こ
う

日
時

11
月
14
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

参
加
費
　
３
０
０
円

講
師
　
福
岡
賢
造
さ
ん

紅
葉
し
た
葉
っ
ぱ
を
使
い
、
秋
な

ら
で
は
の
草
花
遊
び
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
よ
う

日
時

11
月
21
日（
日
）

午
後
１
時
〜
３
時

金
剛
山
を
歩
い
て
、
冬
に
備
え
る

植
物
た
ち
の
巧
み
な
技
を
観
察
し
て

み
ま
せ
ん
か

日
時

11
月
23
日（
祝
）

午
前
10
時
15
分
〜
午
後
３
時

参
加
費
　
４
０
０
円

講
師
　
伊
藤
孝
美
さ
ん

〈
問
い
合
わ
せ
〉
ち
は
や
星
と
自
然
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
1
&4
０
０
５
６

「
木
に
な
る
夢
銀
行
」
は
子
ど
も

た
ち
が
集
め
た
ど
ん
ぐ
り
を
預
か
り
、

苗
木
に
育
て
て
お
返
し
す
る
銀
行
で

す
。
ど
ん
ぐ
り
を
預
け
て
い
た
だ
く

と
、「
ど
ん
ぐ
り
通
帳
」
を
発
行
し

ま
す
。
春
に
は
、
ド
ン
グ
リ
２
０
０

個
に
つ
き
１
本
の
苗
木
を
お
返
し
し

ま
す
。
ま
ち
の
み
ど
り
を
増
や
す
た

め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
ド
ン
グ

リ
の
受
け
付
け
は
農
と
緑
の
総
合
事

務
所
で
11
月
30
日
ま
で
行
っ
て
い
ま

す
。家

庭
や
幼
稚
園
・
小
学
校
で
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
産
業
建
設
課

¡
南
河
内
農
と
緑
の
総
合
事
務
所

1
@5
１
１
３
１

献
　
血

私
た
ち
の
体
内
の
血
液
量
は
、
個

人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
医
学
的
に
は

通
常
は
体
内
の
血
液
量
の
15
％
以
内

（
男
性
７
２
０
p
、
女
性
５
２
５
p
）

が
失
わ
れ
て
も
、
身
体
上
の
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
。
献
血
者
が
減
少
し
て

い
ま
す
の
で
１
人
で
も
多
く
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程
　
11
月
15
日（
月
）

¡
小
吹
台
連
絡
所

午
前
10
時
〜
正
午

¡
保
健
セ
ン
タ
ー

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

寄
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
西
川
　
博
（
森
屋
１
２
３
―
６
）

５
０，

０
０
０
円

亡
母
シ
ズ
コ
の
供
養
と
し
て

◎
立
石
　
清
（
森
屋
４
０
０
）

１
０
０，

０
０
０
円

亡
母
キ
ク
エ
の
供
養
と
し
て

◎
豊
田
佳
純
（
千
早
２
０
７
）

１
０
０，

０
０
０
円

亡
母
由
子
の
供
養
と
し
て

◎
岩
井
泰
次
（
小
吹
68
―
６
１
０
）

１
０，

０
０
０
円

福
祉
活
動
に

◎
井
上
君
代
（
水
分
８
６
２
―
甲
）

２
０，

０
０
０
円

福
祉
活
動
に

◎
匿
名
　
２
件

各
１
０，

０
０
０
円

福
祉
活
動
に

〈
問
い
合
わ
せ
〉

社
会
福
祉
協
議
会
　

1
&2
０
２
９
４

◆
無
料
相
談

大
阪
家
庭
裁
判
所
で
は
、
家
事

（
夫
婦
、
親
子
、
相
続
）・
少
年
問
題

の
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

日
時

11
月
５
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

（
受
け
付
け
午
後
７
時
ま
で
）

場
所
　
近
鉄
百
貨
店
阿
倍
野
店
10
階

バ
ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ム

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
家
庭
裁
判
所
総
務
課
　

1
06
（
６
９
４
３
）
５
３
２
１

◆
巡
回
法
律
相
談

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
・
登

記
相
談
会
＆
身
近
な
生
活
法
律
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。

日
時
　
11
月
27
日（
土
）

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

（
受
け
付
け
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
ま
で
）

場
所
　
く
す
の
き
ホ
ー
ル

内
容
　

○
悪
質
商
法
に
引
っ
か
か
ら
な
い
た

め
の
基
礎
知
識
な
ど

○
相
続
が
発
生
し
た
ら
ど
う
し
た
ら

い
い
の
？

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
青
年
司
法
書
士
会

1
06
（
６
３
６
５
）
８
１
３
５

8

金
剛
山
の
秋
を
染
め
て
み
よ
う

金
剛
山
の
冬
鳥
を
さ
が
そ
う

秋
の
草
花
遊
び

秋
の
ブ
ナ
林
観
察

ド
ン
グ
リ
を
集
め
て

森
を
作
ろ
う

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

相
談
会
を
開
催
し
ま
す



11月30日

助
役
に
三
枝
氏
を
選
任

10
月
28
日
に
行
わ
れ
た
臨
時
村
議

会
で
、
三
枝
さ
え
ぐ
さ

一
孝
か
ず
た
か

氏
（
46
歳
）
の
助

役
選
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

三
枝
氏
は
、
昭
和
57
年
大
阪
府
職

員
と
な
り
、
企
業
局
空
港
推
進
課
、

総
務
部
財
政
課
、
企
業
局
宅
地
室
、

総
務
部
人
事
室
、
土
木
部
土
木
総
務

課
な
ど
を
経
て
、
10
月
31
日
に
総
務

部
市
町
村
課
参
事
の
任
命
を
受
け
、

11
月
１
日
付
け
で
、
千
早
赤
阪
村
助

役
に
就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
同
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

教
育
委
員
に
栃
尾
氏

委
員
の
欠
員
に
伴
い
栃と
ち

尾お

義
晴
よ
し
は
る

氏

（
小
吹
68
番
地
の
４
０
４
）
が
教
育

委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
19
年
12
月
23
日
ま
で

で
す
。

尾
崎
助
役
と
大
西
教
育
長
が
辞
任

尾
崎
安
次
・
助
役
（
69
歳
）
と
大

西
清
和
・
教
育
長
（
74
歳
）
は
、
９

月
30
日
付
け
で
、
そ
れ
ぞ
れ
辞
任
し

ま
し
た
。

村
で
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
人
権

問
題
を
身
近
な
問
題
と
し
て
受
け
止

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
村
人
権
啓
発

推
進
協
議
会
と
共
催
で
「
人
権
を
考

え
る
村
民
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
30
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜

場
所
　
く
す
の
き
ホ
ー
ル

内
容

第
１
部
　
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

第
２
部
　
講
演
会
「
命
の
大
切
さ
」

武
る
り
子
さ
ん
　

費
用

無
料

定
員

３
０
０
人

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

住
民
課

循
環
型
社
会
を
め
ざ
し
た
都
市
づ

く
り
を
テ
ー
マ
に
、
自
然
と
ふ
れ
あ

い
ミ
ニ
ツ
ア
ー
、
自
然
観
察
・
工
作

教
室
、
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

環
境
美
化
・
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ

ク
ル
ポ
ス
タ
ー
展
、
か
ん
き
ょ
う
ス

テ
ー
ジ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
お
じ
ゃ

る
丸
）
シ
ョ
ー
や
大
阪
農
産
物
展
示

・
即
売
な
ど
、
楽
し
い
シ
ョ
ー
や
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
家
族
み

ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
環
境
に
つ
い

て
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
13
日（
土
）・
14
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
小
雨
決
行
）

場
所
　
万
博
記
念
公
園
・
お
祭
り
広

場
ほ
か

主
催
　
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
21
運

営
委
員
会

費
用
　
無
料
（
た
だ
し
、
自
然
文
化

園
入
園
料
は
必
要
で
す
。
大

人
２
５
０
円
、
小
・
中
学
生

70
円
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
環
境
農
林
水
産
部
循
環
型

社
会
推
進
室

1
06
（
６
９
４
４
）
６
７
１
８

平
成
16
年
９
月
30
日
か
ら
大
阪
府

内
で
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
額
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

時
間
額
　
７
０
４
円

こ
の
最
低
賃
金
は
、
臨
時
・
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を

含
む
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

○
最
低
賃
金
額
に
違
反
し
た
場
合
は

罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
大
阪
労
働
局
賃
金
課
　

1
06
（
６
９
４
９
）
６
５
０
６

¡
羽
曳
野
労
働
基
準
監
督
署

1
０
７
２
９
（
56
）
７
１
６
１

村
文
化
協
会
で
は
、
ク
ラ
ブ
・
ク

ラ
ブ
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ

な
た
も
仲
間
と
一
緒
に
心
豊
か
な
と

き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

※
詳
細
（
対
象
・
活
動
時
間
な
ど
）

に
つ
い
て
は
、
各
ク
ラ
ブ
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

9

人
権
を
考
え
る
村
民
の
つ
ど
い

講
演
会
開
催

「
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
21
」

開
催

最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

人
　
事

文
化
協
会
所
属
ク
ラ
ブ
・
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

クラブ名 活動日 活動場所 代表者連絡先

将　　　棋 毎週日曜日 くすのきホール 豊田貞次郎 1&40098

俳　　　句 第４水曜日 いきいきサロン 向　栄美子 1&20663

短　　　歌 第４水曜日 いきいきサロン 東條　　弘 1&20993

水　彩　画 第２土曜日 くすのきホール 長野恵美子 1&21821

手　編　み 第1・3水曜日 いきいきサロン 東條志津子 1&21544

毎週土曜日 コミュニティホール 長谷　雅子 1&20315

オレンジエコー 毎週火曜日 コミュニティホール 角田　　緑 1&27300

楠　踊　会 第1・3土曜日 いきいきサロン 赤阪　良子 1&20702

カラオケ同好会 適　宜 各地区ごと 仲野　是司 1&20137

詩吟同好会 月４回 各教室ごと 清井登紀博 1&20617

シープスジュニア
合 　 唱 　 団

事業主の皆さんへ

労働保険料第3期分の
納付期限は

です。
忘れずに納付して
ください。

〈相談・問い合わせ〉

¡労働保険徴収課
106（4790）6330

¡労働保険事務組合室
106（4790）6350

¡羽曳野労働基準監督署
10729%67161
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けんこうのページ�けんこうのページ�けんこうのページ�〈問い合わせ〉健康福祉課
保健センター　1&20069

※三種混合（１期）、日本脳炎（１期）、麻しん、風しんの
予防接種は、医療機関での個別接種です。
※ＢＣＧ、ポリオ予防接種が、村の実施する日程では接種
困難な場合、河南町・太子町の保健センターにおいても
受けることができますが、予約が必要ですので、必ず村
保健センターに申し込みください。
※小学６年生を対象としたジフテリア・破傷風予防接種
は、学校での集団接種です。私学に通学している人は、
健康福祉課（保健センター）まで問い合わせください。

秋期のがん検診の予約は６月から受け付けしています。
例年より多数の申し込みがあり、すべて定員になりました
のでキャンセル待ちです。ご了承ください。

乳がん検診　11月５日（金）、胃・大腸がん検診　11月10日（水）

が ん 検 診 予 約 受 付

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

種　類 月　日 対　象 備　考

受付 午後１時30分～３時　　場所 保健センター

予　防　接　種

生後●●●
ポ　リ　オ 12月６日（月）３カ月以上

90カ月未満

母子手帳、予診票持参。
平熱が37℃以上の人は
接種前1週間分の体温
を記録して持参。

健康診査＆相談など

¡小児救急（病院紹介・搬送）

午後８時（日曜日は午後４時）から翌朝8時まで小児夜
間救急を実施しています。
富田林市消防署 1@51122

子どもが夜間診療時間外に急病になったときは、富田林
市消防署へ電話してください。 そのときには、住所・氏
名・症状（できるだけ詳しく）を伝えてください。
消防署では、当番の病院を紹介し、場合によっては救急

車での搬送を行います。
¡小児救急電話相談

大阪府は９月から小児科医らによる小児救急電話相談を
実施しています。
子どもが夜間に体調を崩した場合、病院へ行った方がい

いかどうか判断に迷った時などに利用ください。
相談時間　午後８時～午前０時（当分の間）
相談員　 小児科医および看護師
電話番号

¡♯8000はＮＴＴのプッシュ回線から利用できます。
¡携帯電話、ダイヤル回線、IP電話などからかける場合は、
106（6765）3650を利用ください。

千早赤阪村・河南町・太子町では、（社）富田林歯科医
師会と協力し、80歳で20本以上自分の歯を残そうという
「8020運動」の啓発・推進と訪問歯科事業の充実のため、
かかりつけ歯科医機能支援事業を進めています。
その一つとして、次のとおり歯科講演会を開催します。
日時　11月25日（木）

午後２時～３時30分（受付は午後１時30分～）
場所 くすのきホール２階会議室
対象　千早赤阪村・河南町・太子町に在住の人
テーマ「生き生きと生きる手段としてのかかりつけ歯科

（パ―ト３）」
講師 （社）富田林歯科医師会会長　瀧　成和さん

大阪府歯科衛生士会　　臼本　鏡子さん
費用　無料
〈問い合わせ〉

¡健康福祉課（保健センター）
¡（社）富田林歯科医師会事務局　1@91748

お子さんの夜間・早朝の急病や相談

か か り つ け 歯 科 医 機 能
支 援 事 業 歯 科 講 演 会

種　　　類 月　日 受　付 対　　象
健
康
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
1
&2
０
０
６
９

く
す
の
き

い
き
い
き
サ
ロ
ン

な か よ し 広 場 11月２日（火）午前10時 ０歳～幼稚園入

親と子の交流会 11月16日（火）～11時30分 園前の乳幼児と
12月７日（火） 保護者

あかちゃん広場
11月16日（火）午前10時 ０～１歳ごろま

（交流会･遊び･相談） ～11時30分 での乳幼児

４カ月児健康診査 午後１時 平成16年６月・
～１時15分 ７月生

11月17日（水）午後 平成15年10月・
１歳児健康診査 １時15分

11月生
～１時30分

楽 々 離 乳 食 午後１時15分 １歳までの乳児
（離乳食講習会） 11月25日（木） ～１時30分 の家族（要予約）

午後 食事療法が必要

個別健康栄養相談 11月26日（金）１時30分～ な人、健康のた

（要予約） め食生活を改善
したい人

保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 11月30日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

11月５日（金）
保健師による 12月３日（金）午後 健康・育児・介

健 康 相 談 １時30分 護など相談を希

11月10日（水）～３時30分 望する人や
ま
ゆ
り

第３・４ 午前
一 般 健 康 相 談 水曜日 ９時30分 有料・予約制

～10時30分
午前

こころの健康相談（月）～（金）９時30分 予約制
～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談（月）～（金）９時30分 電話相談も可
～午後５時

血　液　検　査
エイズ・梅毒

第３・４ 午後１時

クラミジア
水曜日 ～２時

血　液　検　査 第３・４ 午前

［肝炎ウイルス］ 水曜日 ９時30分～ 有料・予約制
10時30分

療　育　相　談
11月19日（金）

午前
９時30分 予約制
～11時

¡飲用水・井戸水検査 午前
¡腸内細菌検査 毎週月曜日 ９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 ～11時30分

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり

身体に障害のある
子（18歳未満）の
医療・生活相談〔 〕

］［
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議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り�
議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り�
議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り�
議
会
だ
よ
り�

第
70
号�

－ 編集 －�

議 会 広 報�
編集委員会�

平成16年９月の千早赤阪村議会定例会（第３回）は９月７日に開会し、就任後初め

ての定例会となる松本村長から、「元気のある村づくり、地域の発展と住民福祉の

約束された市町村合併、財政の再建などの課題にチャレンジしようと決意している。

また、当選後の２カ月間、行政や関係団体の方々とお会いしたが、皆さん一様に『厳

しい』とのことであった。役所の世界では『厳しい＝お金がない』ということだが、

職員には村民の方々との応対は笑顔で親切に、プラス志向で収入増に努力しようと激

をとばしている。さらには、合併問題など諸問題の対応には村民の代表である議員各

位の一致した支援・協力が必要であり、新生千早赤阪村の熱烈サポーターになってい

ただきたい」と冒頭にあいさつがありました。

今期定例会は平成15年度決算認定、人事案件、条例改正、補正予算、意見書など計

26議案が提案され、それぞれ可決（認定・同意）し24日の一般質問をもって閉会しま

した。

９月定例会のあらまし

条
例
改
正

意
　
　
見
　
　
書

11
月
１
日
か
ら
医
療
費

助
成
制
度
が
変
わ
り
ま
す

大
阪
府
の
福
祉
医
療
制
度
再
構
築

の
内
容
に
沿
っ
て
、
今
後
も
持
続
可

能
な
制
度
と
す
る
た
め
、
村
福
祉
医

療
関
係
の
条
例
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

医療費助成制度 給 付 対 象 等 所 得 制 限 等

①乳幼児医療 ¡変更なし ¡所得制限なし

②ひ と り 親 ¡18歳に達した年度末までの子とひとり

家 庭 医 療 親・両親のいない子と養育者の入通院 児童扶養手当準用
¡附加給付のある被保険者本人も対象

③障害者医療 ¡附加給付のある被保険者本人も対象 本人所得462.1万円（単身）
¡②、③の対象者で65～69歳の人 ②、③制度の限度額

④老 人 医 療 ¡11月１日以降65歳になる非課税世帯の
人は対象外

政
府
は
道
路
整
備
の
重
要
性
を
深

く
認
識
さ
れ
、
次
の
措
置
を
講
じ
ら

れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１

道
路
整
備
に
関
す
る
新
た
な
長

期
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
活
性
化
な
ど
、
個
性
あ
る

ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
一
層
推
進
す

る
こ
と
。

２

環
状
道
路
の
整
備
や
踏
切
道
の

改
良
な
ど
の
渋
滞
対
策
等
の
推
進
、

地
域
間
の
連
携
促
進
を
図
る
道
路

整
備
を
一
層
促
進
す
る
こ
と
。

３

沿
道
の
大
気
汚
染
や
騒
音
、
地

球
温
暖
化
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

道
路
環
境
対
策
を
一
層
充
実
す
る

こ
と
。

４

高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ

Ｔ
Ｓ
）
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
交
通

安
全
対
策
、
防
災
対
策
等
安
全
で

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
の
道
路
整
備
を
一
層
促

進
す
る
こ
と
。

５

地
方
の
道
路
財
源
を
確
保
す
る

と
と
も
に
地
方
財
政
対
策
を
充
実

す
る
こ
と
。

郵
政
事
業
は
日
本
郵
政
公
社
と
し

て
再
ス
タ
ー
ト
し
、
全
国
２
万
４
７

０
０
カ
所
に
及
ぶ
郵
便
局
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
全
国
一
律
に
公

平
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
国
民
生

活
の
利
便
性
の
確
保
に
寄
与
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
か
ら
住
民

票
な
ど
の
交
付
や
高
齢
者
の
生
活
状

況
確
認
な
ど
の
事
務
を
受
託
し
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
福
祉
の
増
大

に
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は
「
郵
政

民
営
化
の
基
本
方
針
」
に
つ
い
て
閣

議
決
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
十

分
な
議
論
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
、
民

営
化
が
行
わ
れ
、
収
益
性
や
採
算
性

が
重
視
さ
れ
る
な
ら
ば
、
住
民
生
活

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
は
郵
政

事
業
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
公

的
・
社
会
的
役
割
の
重
要
性
を
踏
ま

え
慎
重
に
審
議
を
行
う
と
と
も
に
、

国
民
の
利
便
性
の
確
保
に
努
め
ら
れ

る
よ
う
強
く
要
請
し
ま
す
。

９
月
定
例
会
で
は
次
の
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
内
閣
総

理
大
臣
を
は
じ
め
、
関
係
大
臣
な
ど
へ
提
出
し
ま
し
た
。

医療費助成の条例改正 平成16年11月１日より
いずれの医療助成も一部負担金導入　１回500円／月２回まで

道
路
整
備
の
推
進
及
び
そ
の

財
源
確
保
に
関
す
る
意
見
書

郵
政
事
業
に

関
す
る
意
見
書



４
市
町
村
合
併
は
大
詰
の
段
階

に
至
っ
て
富
田
林
市
が
合
併
方
式
の

変
更
を
提
案
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

合
併
協
議
も
暗
礁
に
乗
り
あ
げ
た
。

こ
の
状
況
下
で
、
村
の
発
展
と
住
民

福
祉
が
約
束
さ
れ
た
合
併
な
の
か
。

自
治
体
は
税
収
と
支
出
の
バ
ラ

ン
ス
が
必
要
で
都
市
機
能
が
揃
っ
た

大
き
な
合
併
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
。
現

在
の
合
併
が
成
功
し
て
も
次
に
大
型

合
併
を
も
視
野
に
入
れ
て
進
め
た
い
。

小
学
校
の
統
合
問
題
は
平
成
14

年
に
答
申
が
出
た
が
、
財
政
的
理
由

で
凍
結
さ
れ
た
。
公
約
の
な
か
で
ど

の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
す
る
の
か
。

出
生
数
は
平
成
14
年
度
36
人
、

15
年
度
30
人
で
、
こ
の
子
ど
も
た
ち

の
入
学
時
期
ま
で
に
統
合
を
実
現
し

た
い
。
ま
た
中
学
校
は
教
育
環
境
の

改
善
を
図
り
た
い
。
教
育
委
員
会
に

は
学
力
の
飛
躍
的
向
上
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

財
政
健
全
化
を
図
る
た
め
、
住

民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
具
体
的
な
構
想
は
。

村
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
仮
称

「
千
早
赤
阪
村
再
生
委
員
会
」
を
設

け
、
住
民
と
共
に
村
再
生
の
道
を
探

る
。

農
林
業
は
自
助
努
力
を
求
め
る

に
は
厳
し
い
環
境
下
に
あ
る
。
基
幹

産
業
の
活
性
化
の
た
め
の
構
想
は
。

農
業
に
つ
い
て
は
収
益
性
の
高

い
作
物
の
団
地
化
、
林
業
に
つ
い
て

は
公
的
資
金
を
導
入
し
、
活
性
化
を

図
る
。

公
約
の
重
み
を
認
識
さ
れ
構

想
の
実
現
化
を
図
り
、
住
民
の
信
託

に
応
え
る
た
め
精
励
さ
れ
る
こ
と
を

望
む
。

近
年
の
少
子
化
現
象
は
出
生
率

の
低
下
な
ど
か
ら
、
児
童
数
の
増
加

は
当
分
の
間
は
見
込
め
な
い
。
と
り

わ
け
、
松
本
村
長
の
出
身
地
の
多
聞

小
は
本
来
複
式
授
業
の
で
き
る
児
童

数
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
阪
府
の
手

厚
い
施
策
で
１
学
年
１
学
級
を
存
続

し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
て
先
行
き
は

不
透
明
で
あ
る
。
市
町
村
合
併
も
極

め
て
難
し
い
現
状
の
中
、
村
長
は
答

申
通
り
１
校
へ
の
統
合
を
考
え
て
お

ら
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
再
編
等
の

別
の
考
え
を
お
持
ち
な
の
か
所
見
を

う
か
が
う
。

あ
く
ま
で
も
１
校
に
新
設
統
合

と
い
う
答
申
を
尊
重
す
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
が
、
村
の
財
政
状
況
等

を
勘
案
し
た
場
合
、
再
編
も
視
野
に

入
れ
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
早
急
に
結
論
を
出
し

た
い
。
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平
成
17
年
度
都
市
計
画
見
直
し

の
村
の
方
針
は
。

大
阪
府
の
基
本
方
針
の
要
件
に

該
当
す
る
見
直
し
箇
所
は
な
い
。
引

き
続
き
府
と
協
議
し
た
い
。
区
域
区

分
変
更
の
素
案
は
、
来
年
３
月
末
に

ず
れ
込
む
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

基
本
方
針
は
現
状
に
あ
わ
な
い
。

地
区
計
画
で
整
備
す
る
に
は
、

問
題
が
多
々
あ
る
。
今
後
、
整
備
方

針
の
検
討
を
し
た
い
。

緑
の
基
本
計
画
の
実
現
は
。

厳
し
い
財
政
状
況
で
計
画
ど
お

り
の
実
現
は
む
ず
か
し
い
。

現
状
の
運
行
形
態
を
住
民
が
喜

ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
る
の
か
。

喜
ば
れ
て
い
る
反
面
不
満
も
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

時
代
の
推
移
も
あ
り
改
善
す
べ

き
で
は
。例
え
ば
福
祉
バ
ス
と
し
て
。

住
民
の
足
を
支
援
す
る
と
い
う

点
か
ら
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

村
民
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め

る
べ
き
だ
。

意
見
は
当
然
の
こ
と
と
考
え
て

い
る
。路

線
を
縮
小
し
て
も
財
政
に
寄

与
し
て
い
な
い
。

直
営
化
し
て
健
全
化
に
寄
与
し

て
い
る
。
し
か
し
、
従
来
と
比
較
し

て
コ
ス
ト
高
に
な
っ
て
い
る
の
は
否

め
な
い
。

財
政
難
で
あ
っ
て
も
政
治
に
は

メ
リ
ハ
リ
が
必
要
だ
。

来
年
３
月
末
ま
で
に
検
討
を
し

た
い
。

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問�

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問�

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問�

い
っ
ぱ
ん
質
問�

９
月
議
会
で
は
、
11
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
（
５
０
０
字
以
内
）
は
、
質
問
し
た
議
員
の
責
任
で
作
成
し

た
も
の
で
す
。

貝
長
議
員

北
野
議
員

選
挙
公
約
実
現
に
む
け
て

選
挙
公
約
実
現
に
む
け
て

都
市
計
画
見
直
し
の

村
の
方
針
は

都
市
計
画
見
直
し
の

村
の
方
針
は

く
す
の
き
号
の
運
行

改
善
を

く
す
の
き
号
の
運
行

改
善
を

森
本
議
員

小
学
校
の
統
合
は

ど
う
な
る

小
学
校
の
統
合
は

ど
う
な
る

千早赤阪村緑の基本計画�千早赤阪村の都市計画
に関する基本的な方針

�

（第2次千早赤阪村都
市計画マスタープラン

）�

平成 14年 3月�
千 早 赤 阪 村�

平成14年3月�

千早赤阪村�

基本方針を
見直すべきでは

４つの公約実現を
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循
環
バ
ス
は
金
剛
バ
ス
の
中
型

車
か
ら
、
村
直
営
の
ワ
ゴ
ン
車
と
な

っ
た
。
小
型
化
さ
れ
た
こ
と
で
キ
メ

細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
期
待
し
た
が
小

吹
台
と
く
す
の
き
ホ
ー
ル
を
結
ぶ
１

路
線
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
多
く
の

方
か
ら
改
善
を
要
求
す
る
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

担
当
課
に
も
不
公
平
で
は
な
い

か
と
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

現
在
の
財
政
下
で
ど
ん
な
方
法
が
ベ

タ
ー
な
の
か
検
討
を
行
な
い
、
平
成

16
年
度
中
に
一
定
の
方
針
を
お
示
し

し
た
い
。

小
学
校
統
合
は
、
１
校
へ
の
統

合
と
の
答
申
で
す
。
統
合
は
財
政
の

問
題
に
よ
り
、
平
成
19
年
度
ま
で
は

凍
結
す
る
と
の
事
で
す
が
、
そ
の
考

え
は
現
在
も
変
わ
ら
な
い
の
か
。

統
合
問
題
は
、
答
申
を
頂
い
て

い
る
通
り
、
１
校
へ
の
統
合
を
尊
重

す
る
事
に
変
わ
り
は
な
い
。

多
聞
小
学
校
の
児
童
数
が
あ
ま

り
に
も
少
な
く
、集
団
で
行
う
授
業
、

学
年
単
位
で
の
授
業
、
社
会
学
習
の

基
礎
と
な
る
勉
強
が
出
来
な
い
の
で

は
な
い
か
、
現
在
の
状
態
に
し
て
お

く
事
は
、
児
童
の
成
長
に
お
い
て
、

好
ま
し
い
事
で
は
な
い
と
思
う
。

よ
り
良
い
環
境
で
勉
強
を
さ
せ
る

事
が
大
切
で
あ
る
と
思
う
。

児
童
の
学
力
向
上
、
社
会
学
習
の
習

得
の
た
め
に
も
、
他
校
と
の
統
合
を

決
断
す
る
時
期
と
思
う
が
。

統
合
は
、
出
来
る
だ
け
早
期
に
お

願
い
し
た
い
。
ま
た
、
統
合
先
は
千

早
小
学
校
が
最
適
と
思
う
が
。

多
聞
小
学
校
の
現
状
は
少
人
数

で
あ
り
、
集
団
で
の
授
業
、
社
会
学

習
の
習
得
等
に
お
い
て
は
影
響
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
き
め
細
か
な

指
導
を
し
、
少
人
数
の
特
性
を
活
か

し
た
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

他
校
と
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
統
合
の
答
申
を
尊
重
し
な
が

ら
、
一
部
再
編
成
等
、
段
階
的
に
進

め
て
行
く
事
を
検
討
し
た
い
。

村
で
は
平
成
16
年
度
の
予
算
編

成
が
行
わ
れ
、
村
税
の
減
収
や
大
幅

な
交
付
税
な
ど
の
減
額
に
よ
り
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
歳
入
不
足
と
な
り

ま
し
た
。

平
成
15
年
度
一
般
会
計
は
２
億
７

９
０
０
万
円
の
基
金
を
取
り
崩
し
、

経
常
収
支
比
率
は
１
０
４
・
５
％
に

な
り
ま
し
た
。
財
政
危
機
は
前
年
度

よ
り
一
層
厳
し
い
状
況
で
、
こ
の
超

危
機
的
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
、

村
長
は
ど
の
よ
う
に
財
政
再
建
を
図

ら
れ
る
の
か
お
伺
い
致
し
ま
す
。

村
長
就
任
後
、
こ
の
２
ヶ
月
の

間
、
各
行
政
機
関
を
は
じ
め
、
多
く

の
方
々
と
お
会
い
し
て
、
意
見
の
交

換
を
行
い
、
そ
う
し
た
中
、
村
の
財

政
が
危
機
的
状
況
に
あ
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
15
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
状

況
や
平
成
16
年
度
の
地
方
交
付
税
の

決
定
な
ど
を
見
ま
す
と
、
よ
り
一
段

と
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
し

て
、
更
な
る
改
善
が
必
要
で
、
支
出

を
切
る
だ
け
で
は
恐
ら
く
再
建
は
難

し
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
収
入
を

増
や
す
努
力
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
仮
称
「
千
早
赤
阪
村

再
生
委
員
会
」
を
設
け
、
住
民
の

方
々
の
多
く
の
意
見
を
聞
き
、
再
生

の
道
を
探
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
住
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
が
不

可
欠
で
、
今
後
共
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

く
す
の
き
号
運
行
の

再
検
討
を

く
す
の
き
号
運
行
の

再
検
討
を

田
中
議
員

松
本
新
村
長
の
「
財
政
再
建
計
画
」
は

松
本
新
村
長
の
「
財
政
再
建
計
画
」
は

橋
爪
議
員

小
学
校
統
合
問
題
及
び

多
聞
小
学
校
の
現
状
と
解
決
策
は

小
学
校
統
合
問
題
及
び

多
聞
小
学
校
の
現
状
と
解
決
策
は

一 般 会 計 決 算 収 支 抜 粋

平成15年度 平成14年度 平成13年度
歳　入　合　計 3,101,728 3,588,448 3,362,427
歳　出　合　計 3,034,683 3,531,053 3,291,380
実　質　収　支 52,173 57,395 59,740
単 年 度 収 支 △ 5,222 △ 2,345 280

基金取崩し額 279,000 148,000 105,000
実質単年度収支 △ 253,709 △ 119,364 △ 72,678
経常収支比率 104.5％ 103.5％ 101.7％

（単位：千円）



平
成
17
年
３
月
末
日
ま
で
に
合

併
を
成
立
で
き
る
の
か
、
ま
た
は
不

成
立
に
な
る
の
か
。不
成
立
の
場
合
、

そ
の
後
の
村
行
財
政
の
考
え
は
。

合
併
協
議
の
あ
り
方
に
つ
い
て

い
ま
だ
市
と
町
村
の
意
見
が
一
致
を

み
て
い
な
い
。
今
後
の
協
議
の
進
め

方
、
協
議
会
の
開
催
に
つ
い
て
引
き

農
業
規
模
を
拡
大
し
た
い
方
も

あ
れ
ば
、
減
ら
し
た
い
方
も
あ
り
ま

す
。
農
地
法
の
下
限
面
積
は
村
で
は

40
ａ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
村
の
土
地

利
用
の
将
来
性
を
考
慮
し
下
限
面
積

を
30
ａ
に
改
革
を
。

制
定
当
時
村
の
概
ね
６
割
以
上

の
農
家
が
40
ａ
以
上
の
農
地
面
積
で

あ
る
こ
と
か
ら
40
ａ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
等
で
放

任
園
が
増
加
す
る
な
ど
厳
し
い
中
、

現
在
、
府
が
中
心
と
な
っ
て
、
近
隣

市
町
村
間
で
協
議
中
で
す
。

改
定
さ
れ
た
場
合
、
前
回
よ
り

何
年
経
つ
の
か
。
ま
た
、
協
議
中
と

の
こ
と
だ
が
何
ａ
で
協
議
さ
れ
て
い

る
の
か
。

今
回
改
定
さ
れ
た
ら
35
年
ぶ
り

と
な
り
ま
す
。
農
家
数
か
ら
み
た
平

均
農
地
面
積
が
38
ａ
で
あ
る
こ
と
か

ら
30
ａ
で
来
年
２
月
改
定
を
目
途
に

協
議
中
で
す
。

続
き
調
整
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

た
だ
残
さ
れ
た
期
限
は
非
常
に
厳

し
く
、
合
併
が
成
立
し
な
か
っ
た
場

合
の
村
の
行
財
政
は
、
第
２
次
財
政

健
全
化
方
策
を
策
定
し
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
よ
り
一
段
と
厳
し
い
状

況
で
さ
ら
な
る
改
革
が
必
要
で
す
。

退
任
に
あ
た
っ
て
教
育
長
の
構

想
・
未
来
像
は
。

人
は
徳
と
い
う
本
質
、
つ
ま
り

道
徳
性
を
与
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ

り
、
そ
の
上
に
知
性
・
知
能
を
身
に

つ
け
更
に
は
技
能
ま
で
与
え
ら
れ
て

い
る
。

現
代
で
は
輝
か
し
い
知
能
や
技
能

に
心
を
奪
わ
れ
尊
重
し
す
ぎ
て
し
ま

い
徳
性
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

21
世
紀
の
村
の
教
育
指
針
と
し
て
、

「
村
を
愛
し
、
い
つ
く
し
み
、
育
て

る
し
な
や
か
な
心
と
体
を
持
っ
た
人

間
教
育
」
こ
れ
こ
そ
が
千
早
赤
阪
を

さ
さ
え
る
学
力
と
位
置
づ
け
た
。

具
体
的
に
は
。

総
合
的
視
点
に
立
っ
た
教
育
の

推
進
、
教
育
の
連
続
性
、
課
題
に
迅

速
に
対
応
で
き
る
学
校
経
営
、
家
庭

教
育
を
中
心
と
し
た
地
域
の
協
働
を

考
え
実
践
し
て
い
る
。

指
定
避
難
場
所
は
。

現
在
22
カ
所
を
指
定
し
、
内
訳

と
し
て
、
老
人
憩
い
の
家
・
公
民

館
・
各
小
学
校
の
体
育
館
・
保
健
セ

ン
タ
ー
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
・
自
然
休

養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
等
で
あ
る
。

自
主
避
難
す
る
村
民
へ
の
誘
導

方
法
は
。

防
災
計
画
で
は
そ
う
し
た
想
定

を
し
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
自
主
的

な
行
動
に
な
っ
て
お
り
、
村
か
ら
の

誘
導
は
で
き
な
い
。

地
震
発
生
し
た
時
の
対
策
は
。

村
に
震
度
４
の
地
震
が
発
生
し

た
時
に
は
、
職
員
が
自
主
参
集
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

く
す
の
き
号
の
運
行
は
、
４
月

か
ら
の
小
型
化
の
時
に
も
柔
軟
な
運

行
提
案
に
、
経
過
を
み
て
検
討
し
た

い
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

く
す
の
き
号
は
「
も
っ
と
利
用
し

や
す
い
よ
う
に
改
善
・
充
実
を
は
か

っ
て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
や
要
望
が

あ
り
ま
す
。
半
年
間
の
業
務
評
価
を

行
い
改
善
す
べ
き
で
す
。

利
用
者
数
で
の
費
用
対
効
果
や

よ
せ
ら
れ
た
意
見
・
要
望
か
ら
課
題

は
多
い
が
、
今
年
度
は
現
行
で
運
行

し
、
来
年
度
に
見
直
す
考
え
で
す
。

来
年
度
は
見
直
す
と
の
こ
と
で

す
が
、
具
体
的
に
ど
う
す
る
の
か
。

具
体
的
に
は
「
こ
の
ま
ま
い
く

の
か
」「
廃
止
す
る
の
か
」「
ど
う
改

善
す
る
の
か
」
の
案
で
見
直
し
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

廃
止
で
な
く
、
路
線
の
拡
大

と
予
約
制
も
入
れ
て
柔
軟
な
改
善

を
。
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大
浦
議
員

市
町
村
合
併
は

市
町
村
合
併
は

山
形
議
員

本
村
に
と
っ
て
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
は

本
村
に
と
っ
て
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
は

防
災
災
害
対
策
は

防
災
災
害
対
策
は

野
上
議
員

農
業
行
政
の
改
革
を

農
業
行
政
の
改
革
を

く
す
の
き
号
は

柔
軟
な
運
行
で

充
実
を

く
す
の
き
号
は

柔
軟
な
運
行
で

充
実
を

下限面積を30ａに改革を

９月末で退任された大西教育長



法
定
期
限
内
の
市
町
村
合
併
は

困
難
な
状
況
と
の
報
告
ど
お
り
、
一

方
的
に
急
い
だ
合
併
は
破
綻
し
た
と

思
う
。
村
と
し
て
生
き
残
る
地
域
作

り
へ
高
付
加
価
値
・
収
益
的
農
業
な

ど
、
創
意
工
夫
、
提
案
・
指
導
性
の

発
揮
や
住
民
と
の
協
働
が
大
切
で
す
。

補
助
金
、
地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど

「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
反
対
を
。

特
色
あ
る
村
づ
く
り
に
は
、

「
特
区
」
を
活
か
せ
な
い
か
調
査
研

究
し
取
り
組
み
た
い
。「
三
位
一
体

の
改
革
」
で
財
政
が
厳
し
い
と
き
、

住
民
の
み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

千
早
小
学
校
の
通
学
路
は
、
上

東
阪
・
下
東
阪
地
区
の
通
学
路
Ａ
、

中
津
原
地
区
・
小
吹
地
区
の
通
学
路

Ｂ
、
下
東
阪
地
区
・
吉
年
地
区
・
中

津
原
地
区
の
一
部
の
通
学
路
Ｃ
の
３

つ
の
道
路
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
通
学
路
と
も
児
童

に
と
っ
て
本
当
に
大
事
な
ま
た
大
切

な
道
路
で
あ
る
事
は
、
各
課
は
認
識

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
通
学
路
と

も
道
路
幅
員
が
狭
小
で
通
学
路
Ａ
は

一
部
仮
舗
装
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
道
路
上
に
10
ｔ
車
以
上
の

車
が
通
行
す
れ
ば
ど
う
な
る
か
、
通

学
児
童
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か
、
仮
舗

装
道
路
の
路
肩
は
ど
う
か
、
心
配
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

地
区
の
区
長
さ
ん
か
ら
も
要
望
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
返
答
を
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
行
政

は
、住
民
の
た
め
に
存
在
す
る
の
か
、

業
者
の
た
め
に
存
在
す
る
の
か
、
お

答
え
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

地
区
の
区
長
さ
ん
か
ら
の
要
望

に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
中
で
あ
る

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
行
政
は
住
民
の
た
め
に

存
在
し
、
住
民
の
た
め
に
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

本
年
３
月
開
催
の
「
合
併
協
議

会
」
で
、
富
田
林
市
よ
り
、「
編
入

（
吸
収
）
合
併
」
に
よ
る
協
議
が
提

案
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
富
田
林
市
よ
り
「
合
併

に
つ
い
て
の
考
え
方
」
が
示
さ
れ
、

こ
れ
を
受
け
て「
３
町
村
の
考
え
方
」

が
富
田
林
市
へ
回
答
さ
れ
た
。

双
方
の
「
考
え
方
」
に
は
大
き
な

相
違
が
あ
り
、
こ
れ
以
上
協
議
が
円

滑
に
進
む
と
は
思
え
な
い
。

今
後
の
協
議
の
見
通
し
と
、
村
の

対
応
を
伺
う
。

ま
た
、
こ
の
合
併
協
議
が
不
調
に

終
わ
っ
た
場
合
、
村
の
財
政
維
持
は

可
能
か
。

協
議
再
開
の
見
通
し
は
た
っ
て

い
な
い
。
今
後
の
対
応
は
、
行
政
・

議
会
が
一
体
と
な
っ
て
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

財
政
維
持
に
つ
い
て
、
村
は
「
第

２
次
財
政
健
全
化
方
策
」
に
よ
り
、

健
全
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
三

位
一
体
の
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税

の
減
額
等
に
よ
り
、
更
に
厳
し
い
財

政
状
況
に
な
る
。
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３
町
村
に
対
し
て
、
一
片
の

配
慮
や
思
い
や
り
の
な
い
富
田
林
市

と
は
、
一
日
も
早
く
協
議
を
終
結
す

べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
当
面
合
併
は

な
い
も
の
と
し
て
「
健
全
化
方
策
」

に
つ
い
て
行
政
・
議
会
が
速
や
か
に

検
討
を
開
始
す
べ
き
で
あ
る
。

豊
田
議
員

通
学
児
童
は

ダ
イ
ジ
ョ
ウ
ブ
か
？

通
学
児
童
は

ダ
イ
ジ
ョ
ウ
ブ
か
？

清
井
議
員

「
合
併
協
議
」
の
早
期
終
結
と

財
政
計
画
の
策
定
を

「
合
併
協
議
」
の
早
期
終
結
と

財
政
計
画
の
策
定
を

村
の
生
き
残
り
へ

特
色
あ
る
村
や

地
域
づ
く
り
を

村
の
生
き
残
り
へ

特
色
あ
る
村
や

地
域
づ
く
り
を

今後の村づくりの考えは

第９回　合併協議会の開催予定は？



会
派
合
同
研
修

会
派
合
同
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修
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会
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会
派
合
同
研
修

�

議
員
10
名
が
参
加
し
ま
し
た�

９
条
を
中
心
に
憲
法
改
正
の
動

き
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
国
務
長
官

な
ど
に
よ
る「
憲
法
を
見
直
す
べ
き
」

や
日
経
連
の
「
改
憲
へ
の
提
言
」、

自
民
党
の
05
年
に
憲
法
改
定
案
を
発

表
す
る
準
備
な
ど
、
日
本
を
「
戦
争

し
な
い
国
」
か
ら
「
戦
争
で
き
る
国
」

に
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
相
次
い
で

い
る
。
一
方
憲
法
９
条
を
守
る
運
動

も
広
が
っ
て
い
る
。
自
治
体
を
預
か

る
者
と
し
て
、
憲
法
を
守
り
、
住
民

の
命
と
く
ら
し
、
平
和
を
守
る
こ
と

は
第
１
の
仕
事
と
考
え
る
が
、
村
長

の
所
見
を
伺
う
。

憲
法
９
条
の
み
な
ら
ず
国
政
の

場
で
議
論
さ
れ
、
国
民
の
納
得
と
説

明
責
任
が
果
た
さ
れ
る
こ
と
を
望
む

と
こ
ろ
で
あ
り
、
改
悪
で
あ
る
と
か

の
判
断
は
で
き
な
い
。
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国
内
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
事
件
が

頻
発
し
て
い
る
。
あ
る
講
演
会
で

「
日
本
が
豊
か
な
国
に
な
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
」
と
の
質
問

に
、
講
師
は
こ
う
答
え
ら
れ
た
。

「
皆
さ
ん
は
こ
の
国
が
ど
こ
ま
で
豊

か
に
な
れ
ば
、
豊
か
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
世
界
の
現

状
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
日
本
は
十
分

に
豊
か
な
国
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
60
年
間
戦
争
が
な
い
。
世
界
第

２
位
の
経
済
大
国
。
高
齢
化
社
会
が

問
題
に
な
る
ほ
ど
健
康
長
寿
。
多
く

の
国
民
が
高
等
教
育
を
受
け
ら
れ

る
。
そ
の
よ
う
な
国
が
ど
れ
ほ
ど
あ

る
で
し
ょ
う
か
。
国
民
の
多
く
が
そ

の
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
。
そ
れ

が
こ
の
国
の
貧
し
さ
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。」

全
く
同
感
と
う
な
ず
き
な
が
ら
、

こ
の
現
実
を
変
え
る
に
は
教
育
こ
そ

き
わ
め
て
重
要
と
感
じ
る
。
そ
れ
を

当
り
前
に
感
じ
、
も
っ
と
何
か
を
と

望
ん
で
ば
か
り
、
感
謝
の
気
持
ち
の

な
い
日
々
を
送
っ
て
こ
な
か
っ
た

か
、
改
め
て
考
え
直
し
た
。
い
ま
感

謝
の
気
持
ち
の
な
い
大
人
の
姿
が
教

育
現
場
の
惨
状
を
つ
く
り
出
し
て
い

る
と
思
い
、
感
謝
の
心
こ
そ
子
ど
も

た
ち
の
教
育
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の

と
感
じ
る
。

Ｋ
・
Ｙ

雑

感

雑

感

�

雑

感

雑

感

�

雑

感

�

福
岡
県
赤
池
町

町
財
政
が
悪
化
し
た
原
因
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
が
石
炭
か
ら
石
油
へ
の

転
換
に
よ
る
炭
坑
の
閉
山
で
、
赤
字

団
体
の
申
請
を
し
た
平
成
２
年
度
の

町
の
赤
字
は
32
億
円
に
達
し
て
い
ま

し
た
。

町
は
再
建
に
あ
た
り
、
施
設
の
使

用
料
や
上
下
水
道
料
等
の
値
上
げ
を

行
う
一
方
、
支
出
面
で
は
、
人
件
費

等
徹
底
し
た
経
費
削
減
を
図
り
、
住

民
の
理
解
を
得
て
、
各
団
体
へ
の
補

助
金
の
カ
ッ
ト
、
町
単
独
事
業
の
中

止
等
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
町
財
政
は
、
平
成
12
年

度
に
１
億
７
０
０
０
万
円
の
黒
字
に

改
善
さ
れ
ま
し
た
。

「
こ
の
再
建
の
10
年
間
は
国
の
管
理

下
に
あ
り
、
ま
る
で
自
治
権
を
放
棄

し
た
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
」
と
の

こ
と
で
す
。

当
村
が
赤
字
団
体
に
転
落
す
る
こ

と
な
く
再
生
す
る
た
め
に
は
、
行

政
・
議
会
・
住
民
が
一
体
と
な
っ

て
、
財
政
再
建
を
進
め
る
必
要
性
を

痛
感
し
ま
し
た
。大

分
県
大
山
町

農
協
を
主
に
し
て
、
地
場
で
収
穫

さ
れ
た
農
産
物
の
直
売
品
の
簡
単
な

料
理
法
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
食

を
提
案
す
る
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
園

（
農
家
も
て
な
し
バ
イ
キ
ン
グ
）」
の

レ
ス
ト
ラ
ン
・
喫
茶
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

メ
イ
ン
に
し
て
、
農
産
品
を
直
売
す

る
「
農
産
品
バ
ザ
ー
ル
館
」
と
県
の

一
村
一
品
運
動
の
梅
生
産
品
を
売
る

「
梅
蔵
物
産
館
」
な
ど
一
体
運
営
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
村
づ
く
り
に
参

考
に
な
る
も
の
で
し
た
。

関
口
議
員

憲
法
９
条
改
悪
に
反
対
を

憲
法
９
条
改
悪
に
反
対
を

学
校
現
場
に
見
合
っ
た
再
編
を

学
校
現
場
に
見
合
っ
た
再
編
を

平
成
14
年
小
学
校
問
題
審
議
会

が
「
１
校
に
統
合
」
の
答
申
を
出
し

て
以
降
、
小
学
校
問
題
の
請
願
が
出

さ
れ
た
が
、請
願
は
不
採
択
と
な
り
、

村
は
新
設
統
合
に
ま
い
進
し
て
い
た
。

私
は
「
財
政
と
学
校
現
場
を
考
え
る

な
ら
、
再
編
を
検
討
す
べ
き
」
と
議

会
で
求
め
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
村

第
２
次
健
全
化
方
策
で
凍
結
と
な
っ

た
。
こ
れ
で
は
審
議
会
で
の
あ
の
議

論
は
何
だ
っ
た
の
か
、
合
併
あ
り
き

で
答
申
を
導
い
た
の
で
は
な
い
か
と

疑
問
が
で
る
。

答
申
は
尊
重
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
が
、
新
た
な
建
設
は
財
政
的
に

不
可
能
。
一
部
再
編
を
含
め
早
急
に

推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

赤
字
団
体
か
ら
再
建
を

果
た
し
た
元
炭
坑
の
町

農
家
も
て
な
し
料
理
と

農
産
品
バ
ザ
ー
ル
の
町
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森屋 杉　田　奈津季さん
＜19歳　蠍座＞

近況は・・・

大阪千代田短期大学の幼児教育科に通学して

います。今は、幼稚園教諭になるための勉強を

しています。

夢は・・・

大学で勉強していることを生かし、将来、自

然いっぱいの村の保育現場で、子どもたちと一

緒にいろんなことを学んでいきたいです。

最近、楽しいと思ったことは・・・

８月下旬、バイト先の友人４人でドライブを

したりボーリングをしたり、ワイワイと遊んだ

ことです。

思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

星がきれいに見え、空気のおいしいところが

大好きです。でも、バスの便数がもう少し増え

ればいいなぁと思います。

来月号は・・・

中学のころから仲良くしている川端大輔さん

です。

川端さんへメッセージを・・・

また、昔みたいにワイワイ遊びましょっ♪

４歳のとき、生
まれたばかりの弟
と撮った写真です。
とっても、うれし
かったことをよく
覚えています。

Natsuk iSugita

174

参加者募集中�
「みんなのひろば」は村民の皆さんのペ

ージです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っ

ています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
　
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１

人を思いやるやさしい子に育ってください。― 母・薫さん ―

え の　 り んちゃん
（ 江　野　　　　　 ）

平成15年３月13日生まれ

小吹台

ケーキ屋さんになりたいです。

内 田　理 穂さん
（ うちだ　　　り　 ほ ）

赤阪小学校３年

わが
やのホー

プわが
やのホー

プわが
やのホー

プわが
やのホー

プ

夢か
なうといい

な夢か
なうといい

な夢か
なうといい

な夢か
なうといい

な
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９月27日、大阪府立青少年会館文化ホールで平成
16年度全国地域安全運動大阪府民大会が開催されま
した。
府民大会では、防犯功労者に感謝状が贈呈され、

村からは、長年にわたり地域防犯活動に努められた
中津原地区の田中博さんが受賞されました。

●全国地域安全運動府民大会●

防犯功労者に感謝状

９月30日、大阪府より村内最高齢の清原トクさん（水
分・106歳）に肖像画が贈呈されました。
これは、毎年府内の上位高齢者５人に、日本人物画協

会の画家が写真をもとにして描いたものです。
トクさんは、訪問を前日から楽しみにされていたよう

です。そっくりの肖像画を贈られ家族そろって長寿を喜
ばれていました。

●敬老訪問●

肖像画が贈られました

９月12日にソフトバレーボール大会、９月12日、
26日にソフトボール大会がそれぞれ開催されまし
た。結果は次のとおりです。
○ソフトボール大会

優　勝 小吹アローズＡ（写真）
準優勝　下東阪スポーツクラブ
○ソフトバレーボール大会

優　勝 ウイングス
準優勝 カントリーエンジェル

●秋季スポーツ大会●

がんばりました

むらの話題
あ　れ　こ　れ
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むらの話題
あ　れ　こ　れ

10月２日、Ｂ＆Ｇ海洋センターで第８回ふれあいスポーツ
大会が開催されました。
オープニングでは、中学校吹奏楽部による「パラダイス

銀河」「さくら」などの演奏が披露されました。
当日は126人が参加。種目はディスクゲッター（フライン

グディスク版ストラックアウト）やムカデじゃんけんなどが
行われ、観客席からそれぞれの競技に声援が送られました。

●ふれあいスポーツ大会●

みんなで和気あいあいと

10月10日、第８回健康フェスティバル（主催：村体育協会　後
援：村教育委員会）が秋晴れの下、村民運動場で開催されました。
午前中の老人クラブの部、午後からの一般の部あわせて約250人

が参加し、グラウンドゴルフ（24ホール）を楽しみました。大会
でのベストスコアは脇條一さん（老人クラブの部）の53打でした。
主な結果は次のとおりです。（敬称略）
○一般の部

優　勝 大橋　敏明
準優勝 山上　邦一
３　位 谷　サダ子

▲一般の部

▲老人クラブの部

○老人クラブの部

優　勝 脇條　一
準優勝 寺川　佳成
３　位 畑口　稔

●健康フェスティバル●

秋空の下 元気に楽しみました



11
月
は
「
計
量
強
調
月
間
」
で
す
。「
計
量
」
は
、
経
済
活
動
を
は

じ
め
、
毎
日
の
買
い
物
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
基
本
で
す
。
豊
か

な
消
費
生
活
を
実
現
す
る
た
め
、
正
し
い
計
量
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し

ょ
う
。

【
お
買
物
計
量
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
】

①
は
か
り
に
定
期
検
査
の
合
格
ラ
ベ
ル
は
貼
っ
て
あ
る
か
。

②
正
し
く
計
っ
て
い
る
か
。

¡
は
か
り
が
水
平
で
揺
れ
な
い
場
所
に
置
い
て
あ
る
か
。

¡
商
品
は
、
は
か
り
の
皿
の
中
央
に
の
せ
て
計
っ
て
い
る
か
。

¡
は
か
り
の
指
針
は
正
し
く
０
点
に
な
っ
て
い
る
か
。

③
商
品
の
包
み
紙
（
ふ
う
た
い
風
袋
）
の
重
さ
を
差
し
引
い
て
計
っ
て

い
る
か
。

¡
ワ
サ
ビ
や
タ
レ
な
ど
の
薬
味
・
添
え
物
の
重
さ
を
差
し
引
い
て
計

っ
て
い
る
か
。

正
し
く
計
る
に
は
、
細
か
な
注
意
が
必
要
で
す
。
計
量
器
の
技
術
が

進
歩
し
て
も
、「
正
し
い
使
い
方
」
を
し
な
け
れ
ば
、「
正
し
い
値
」
は

得
ら
れ
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
計
量
検
定
所
　
1
０
７
２
（
８
７
２
）
７
８
０
１

◆
一
般
書

ブ
ラ
フ
マ
ン
の
埋
葬
　（
小
川
洋
子
）

犯
人
に
告
ぐ
　
　
　
　（
雫
井
脩
介
）

代
筆
屋
　
　
　
　
　
　
　（
辻
仁
成
）

ひ
た
ひ
た
と
　
　
　
　
　（
野
沢
尚
）

江
戸
の
風
花
　
　
　
　
　（
鳥
羽
亮
）

白
バ
ラ
四
姉
妹
殺
人
事
件

（
鹿
島
田
真
希
）

イ
ギ
リ
ス
、
湖
水
地
方
を
歩
く

（
谷
村
志
穂
）

ど
う
も
い
た
し
ま
せ
ん
　（
壇
ふ
み
）

あ
り
が
と
う
ア
ル
フ
　（
中
尾
喜
一
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
サ
マ
ー

（
ダ
ニ
エ
ル
・
ネ
イ
サ
ン
）

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー
ド
の
謎
を
解

く
　
　
　（
サ
イ
モ
ン
・
コ
ッ
ク
ス
）

キ
ッ
パ
リ
！
た
っ
た
５
分
で
自
分
を

変
え
る
方
法
　
　
　（
上
大
岡
ト
メ
）

◆
児
童
書

り
っ
ぱ
な
お
お
か
み
に
な
り
た
い
屋

（
中
島
和
子
）

お
へ
ん
じ
く
だ
さ
い
　（
小
田
桐
昭
）

く
ろ
く
ん
と
ふ
し
ぎ
な
と
も
だ
ち

（
な
か
や
み
わ
）

シ
ッ
プ
船
長
と
い
る
か
の
イ
ッ
ト
ち

ゃ
ん
　
　
　
　
　（
か
ど
の
え
い
こ
）

◆
お
知
ら
せ

【
蔵
書
点
検
】

平
成
17
年
２
月
16
日
か
ら
25
日
ま

で
蔵
書
点
検
の
た
め
休
室
し
ま
す
。

期
間
中
は
ご
不
便
を
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

く
す
の
き
ホ
ー
ル
図
書
室

1
&2
１
３
０
０

計
量
強
調
月
間
（
11
月
１
日
）

〜
暮
ら
し
を
守
る
正
し
い
計
量
〜

子
ど
も
ゆ
め
基
金
は
、
21
世
紀
を

担
う
夢
を
持
っ
た
子
ど
も
の
健
全
な

育
成
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
子
ど
も
の
体
験
活
動
や
読
書
活

動
の
振
興
を
図
る
事
業
な
ど
に
対
し

て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
が

整
っ
て
い
れ
ば
法
人
格
の
な
い
団
体

も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
課

1
&2
１
３
０
０

¡
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年

総
合
セ
ン
タ
ー
基
金
部

7
０
１
２
０
―
５
７
９
０
８
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://cs.kodom
o.nyc.jp/yum

e/

短

歌

コ

ー

ナ

ー
福
　
冨
　
悦
　
子

高
ら
か
に
演
歌
流
せ
ど
夏
の
日
を
人
出
少
な
し
商
店
街
は

松
　
田
　
美
智
子

か
す
か
な
る
孤
を
残
し
い
る
白
き
月
予
定
な
き
日
の
明
け
の
静
け
さ

岡
　
蓁
　
子

久
び
さ
に
青
蚊
帳
吊
り
て
寝
こ
ろ
べ
ば
わ
が
少
女
期
の
昭
和
充
ち
く
る

内
　
田
　
あ
き
子

地
震

な

い

の
夜
を
津
波
さ
け
来
し
避
難
所
に
幼
児
を
寝
か
す
祖
母
の
団
扇
風

島
　
村
　
千
　
恵

夕
空
に
マ
シ
ュ
マ
ロ
の
よ
う
な
月
満
ち
て
行
き
と
し
生
け
る
も
の
か
ぎ
り
あ
り

20

子
ど
も
ゆ
め
基
金

助
成
事
業
募
集



費用　無料（拝観料は自己負担）
特典　参加した人に毎回抽選で100人

に賞品をプレゼント
〈問い合わせ〉華やいで大阪・南河内
観光キャンペーン協議会事務局 大阪
狭山市農政商工課 1072（366）0011

（内線553）

日時　11月21日（日）
午前10時～２時間程度

場所 トレーニングルーム
内容　トレーニングマシンの使用方法

トレーニングの基礎理論
資格　16歳以上の人
定員　15人（先着順）
受付 11月19日（金）の午後５時まで
服装　運動のできる服装・室内用シュ

ーズ・タオル
費用　無料
※トレーニングマシンはこの講習を受
けた人でないと利用できません。
※トレーニング講習会は２カ月に１回
（奇数月）第３日曜日に実施
〈申し込み・問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

〈自衛隊生徒〉

高校同等教育

¡防衛大学校、一般大学などへの進学
機会あり

¡高卒資格取得
国家公務員の身分と待遇

¡完全週休２日制
¡夏、冬、春季に、２週間前後の休暇
有り

¡被服類、寝具、食事、宿舎費は無料
「学び」が仕事

¡中堅技術者養成、将来の幹部自衛官
へ
応募資格　日本国籍を有する中卒（見

込み含）から17歳未満の男子
受付 11月１日～平成17年１月11日
試験日 平成17年１月15日（１次）
〈申し込み・問い合わせ〉

自衛隊富田林募集事務所
1@43799

この大会は、南河内地域（６市２町
１村）に住む人たちにスポーツを振興
し、その普及発展とアマチュアスポー
ツ精神の高揚を図り、あわせて青少年
の健全な育成を願って開催されます。
月日　平成17年２月６日（日）
場所 パーフェクト・リバティー教団

（ＰＬ）本庁内コース
対象　南河内地域に在住・在勤・在学

の中学生以上の人
費用 １チーム3,000円
距離 ６区間　20.1km
受付 12月３日（金）までに費用と印鑑

を持参し、海洋センターへ申し
込みください。

〈問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

上下水道

新たに排水設備工事指定業者に指定
しました。（合計47業者）
排水設備の新設、改造工事は、必ず
村の指定している排水設備業者に依頼
してください。
＊指定業者は、工事の依頼を受けると、
申請や工事に関する書類手続きなど
をすべて代行します。
＊工事費は自己負担です。（水洗便所
改造資金融資あっ旋制度がありま
す）
＊指定業者から必ず見積書をもらい契
約をかわしてから工事を依頼してく
ださい。

〈問い合わせ〉上下水道課
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お知らせ

届きましたか
国民健康保険被保険者証

国民健康保険

国民健康保険被保険者証は、11月１
日（月）から新しい保険証になり、旧保
険証は使えません。10月末までに配達
記録郵便で送付していますので、まだ
手元に届いていない人は、早急に問い
合わせてください。
〈問い合わせ〉住民課

統　　計

～2005年農林業センサスを実施～
平成17年２月１日現在で、全国一斉

に農林業の国勢調査といわれる「2005

年農林業センサス」が実施されます。
この調査は、今後の農林業の政策に
役立てるために５年ごとに実施される
大切な調査です。
１月中旬から農林業を営んでいる皆
さんのところに調査員が伺いますの
で、調査票に記入をお願いします。
〈問い合わせ〉総務課

募　　集

～第２回中世のロマンを訪ねて～

華やいで大阪・南河内観光キャンペ
ーン協議会では、今なお残る歴史をテ
ーマに、古い街並み・古墳・社寺など
の由緒ある歴史的文化遺産、緑豊かな
自然環境を満喫しながら全３回をスタ
ンプラリー形式でハイキングします。
月日　11月28日（日）
集合場所　ＪＡ大阪南本店（受付）

（近鉄長野線・川西駅下車）
受付時間　午前９時30分～10時

（小雨決行、荒天中止）
コース

ＪＡ大阪南本店（受付）→寛弘寺
古墳群→寄手塚・身方塚→下赤阪城
跡→楠妣庵観音寺→観心寺→南海、
近鉄河内長野駅（ゴール・解散）
（徒歩約16キロ）

統計調査にご協力を！

みなみかわち歴史回廊

トレーニング講習会
受講者

防衛庁自衛官

南大阪駅伝競走大会
参加チーム

排水設備工事指定業者

業者名 所在地・電話番号
高石市東羽衣

㈲熊取工房 ７丁目１－８
1072（263）7506

12
月
４
日（
土
）、
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
ま
で
　
大
阪
狭
山
市
立
第
三
青
少
年
運
動
広
場
で
開
催
し
ま
す
。

〈
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事
務
所
　
1
@5
１
１
３
１
（
内
線
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８
）
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れ
た
て
朝
市
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催



秋の近つ飛鳥を訪ねませんか。参加
希望の人は、住所、氏名、電話番号、
人数、自家用車またはバス利用を明記
し、はがきかファックスで申し込みく
ださい。
日時 11月23日（火・祝） 小雨決行

午前９時30分
集合 大阪府立近つ飛鳥博物館・駐車

場　
定員　100人（先着順）
費用　無料
コース　近つ飛鳥博物館入館「講和と
見学」→近つ飛鳥風土記の丘（昼食）
→得生寺→仏眼寺→カマド塚、五右衛
門石→博物館（徒歩約６km）
＊弁当・お茶は各自持参ください。
（昼食時には豚汁を用意しています。）
〈申し込み・問い合わせ〉

富田林ライオンズクラブ
〒584－0012

富田林市粟ケ池町2969－5

1@4 6350 5@4 4500

～『あなた』の

小坂明子さんと一緒に～

障害や障害者を取り巻く課題につい
て正しい理解と認識を深めることを目
的として開催する大阪ふれあい大会の
参加者を募集します。
日時　12月12日（日）午後１時～４時
場所　クレオ大阪中央
（大阪市立男女共同参画センター）

内容　セレモニー、アトラクション
（小坂明子コンサートほか）など

受付 11月15日（月）（消印有効）
費用　無料
申込方法　はがき、またはFAX。
氏名、人数、住所、電話・FAX番号
を記入し申し込みください。

〈申し込み・問い合わせ〉

〒540-8570
府健康福祉部障害保健福祉室計画推
進課　大阪ふれあいキャンペーン実
行委員会事務局
106（6941）0351（内線4145）
506（6942）7215
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相談機関　

大阪労働局、大阪府総合労働事務所、
大阪弁護士会、大阪府社会保険労務士
会、（財）21世紀職業財団大阪事務所
◎相談専用電話番号
106（6949）3825

◎来場での相談は、直接お越しくださ
い。

〈問い合わせ〉

大阪府総合労働事務所　
106（6946）2608

催　　し

愛する息子、ニモを探すため、父は
大海原へ旅立っていった。限りない愛
に満ちた冒険ファンタジーを家族そろ
って、お楽しみください。
日時　11月27日（土）

①午前10時～　
②午後１時30分～

場所 くすのきホール　大ホール
費用　無料　　上映時間101分
〈問い合わせ〉

教育委員会事務局社会教育課
1&21300

華やいで大阪・南河内観光キャンペ
ーン協議会では、南河内の観光魅力の
啓発のため、観光ＰＲキャラバンを実
施します。
日時　11月６日（土）

午前10時～午後４時
場所 大阪狭山市立野球場（雨天の場
合、総合体育館）

最寄駅 南海高野線大阪狭山市駅下車
徒歩15分または、市内循環バス
で総合体育館前下車すぐ

内容 南河内地域の特産品の展示・即
売など

〈問い合わせ〉

華やいで大阪・南河内
観光キャンペーン協議会事務局
大阪狭山市農政商工課
1072（366）0011（内線553）

日時 11月６日（土）・７日（日）
午前９時～午後５時
11月８日（月）～12日（金）
午前９時～午後８時

〈問い合わせ〉

天王寺社会保険事務所
106（6772）7531（代）

天王寺社会保険事務所では、保険料
や年金受給資格などの相談に応じるた
め、出張徴収および年金相談を開催し
ますので気軽にお越しください。
日時　11月17日（水）

午前11時～午後３時
場所 いきいきサロンくすのき

健康相談室
〈問い合わせ〉

天王寺社会保険事務所
106（6772）7531（代）

相　　談

子育てや学校生活などについて、わ
からないことや困っていることはあり
ませんか。秘密は固く守られますので、
気軽に相談ください。
日時　11月12日（金）・19日（金）

午前10時～正午（要予約）
場所 くすのきホール　視聴覚室
費用 無料
相談員 佐藤むつこさん（臨床心理士）
〈予約・問い合わせ〉

教育委員会事務局学校教育課　
1&21300

労働契約、賃金、解雇・退職勧奨、
セクシュアルハラスメントなどの悩
み、疑問、トラブルなどの相談につい
て、総合的に応じる相談会を開催しま
す。どんなに小さなことでも気軽に相
談ください。
日時　12月６日（月）・７日（火）

午前10時～午後８時
場所 エル・おおさか南館５階
（大阪市中央区２－５－３）

くすのきホール映画会
「ファインディング ニモ」

第３回近つ飛鳥と
自然に親しむ会

南河内
観光キャラバンin狭山

大阪ふれあい大会

出張徴収・年金相談

教育相談

労働なんでも相談会
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福　　祉

大阪府の各医療費助成制度が、制度
を取り巻く環境の変化などにより、今
後とも持続可能な制度にするため、見
直しが行われました。村の医療助成制
度も11月１日から次のように変わりま
した。
新たに対象になる人は、申請が必要
です。事前に電話などで問い合わせく
ださい。

一部負担金相当額等助成、障害者医
療・ひとり親家庭医療（旧母子家庭医
療）・乳幼児医療の各医療助成対象の
人は、これまでは無料であった助成制
度が、11月から医療機関の窓口で一部
自己負担金が必要となりました。
受診時に必要な負担額は、医療機関
ごとに入院・通院とも１日につき各
500円を限度に、１カ月２日まで（最
高1,000円）です。医療機関が異なれ
ばそれぞれの医療機関で限度までとな
ります。

11月からは、ピンク色の「ひとり親
家庭医療証」になっています。
18歳になる年度末日までの子どもと
母又は女子である養育者の入通院へ対
象を拡充し、新たに父子家庭などにつ
いても母子家庭と同様に助成の対象に
なりました。また、附加給付のある健
康保険に加入している被保険者（本人）
も助成の対象となりました。
所得制限があります。

一部自己負担金の導入

一部負担金相当額等一部助成

障害者医療

乳幼児医療

老人医療
（65歳～69歳の人が対象）

ひとり親家庭医療（旧母子家庭医療）

11月からは、オレンジ色の「障害者
医療証」になっています。
附加給付のある健康保険に加入して

いる被保険者（本人）が対象になりま
した。また、所得制限が本人所得
1,000万円から462万１千円（単身の場
合）に変更になりました。

対象者に変更はありません。

11月1日以降に新たに65歳になる人
（昭和14年11月１日以降生まれ）から、
これまで対象であった村民税非課税世
帯の人は対象外になり、次のいずれか
に該当する場合のみ対象になりました。
①特定疾患・精神保健法・結核予防法
の医療助成対象の人（所得制限あり）
②障害者医療・ひとり親家庭医療対象
の人（所得制限あり）
また、附加給付のある健康保険に加

入している被保険者（本人）も対象に
なりました。

所得制限が一部変わりました。また、
附加給付のある健康保険に加入してい
る被保険者（本人）も助成の対象とな
りました（所得制限あり）。
〈問い合わせ〉健康福祉課

配偶者のない女子で18歳に満たない
児童を養育し、11月１日現在引き続き
６カ月以上村に居住し、住民登録また

お知らせ

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（月曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

自然休養村管理センター・赤阪土地改良区 森屋962 &02180

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所　診療受付（月）～（金）（土・日祝休診）
午前９時～11時30分

夜間診療（火）・（金） 午後６時～８時

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

11月から福祉医療制度が
変わりました

村母子家庭給付金申請

年金週間（11月６日～12日）

は外国人登録をしている人は、村母子
家庭給付金を受けることができます。
世帯の前年の所得が児童扶養手当制度
の支給停止に相当する額以上である場
合は支給されません。
給付金の額

¡児童１人を養育している場合
年額15,000円

¡児童2人を養育している場合
年額20,000円

¡児童3人以上を養育している場合
年額25,000円

受付

11月30日（火）まで、健康福祉課また
は小吹台連絡所で。
申請に必要なもの

印鑑、本人名義の銀行または農協の
通帳、その他必要に応じて提出する書
類があります。
〈問い合わせ〉健康福祉課

国 民 年 金

「いい老後」にちなみ、毎年11月６
日から12日までは年金週間です。
国民一人ひとりが年金を身近なもの
とし、公的年金制度の意義や役割、加
入義務、保険料納付義務を正しく認識
していただくため、実施しています。
社会保険事務所では期間中、次のと
おり、休日および夜間の年金相談窓口
を開設します。日ごろ忙しくて年金相
談にいけない人は、年金手帳や年金証
書を持参のうえ、ぜひこの機会に最寄
りの社会保険事務所へお越しください。
また、国民年金保険料の納付もでき
ますので、納め忘れのある人はご利用
ください。
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問
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〉
産
業
建
設
課

第25回農業文化祭の開催
11月18日（木）

燃 え る ご み

粗　大　ご　み

ペ ッ ト ボ ト ル

プラスチック製
容　　　　 器

空き缶・空きびん

各地区ミゼット車

心配ごと

児　　童

行　　政

千早、東阪
小吹、中津原

森屋、川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

11月２日（火）
５日（金）・９日（火）
12日（金）・16日（火）
19日（金）・23日（火）
26日（金）・30日（火）
12月３日（金）
７日（火）

11月18日（木）

11月24日（水）

11月15日（月）予定

11月29日（月）予定

11月30日（火）予定

11月11日（木）
25日（木）

11月３日（水）
12月１日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,802人（－６）

男　　3,248人（＋１）

女　　3,554人（－７）

世帯数　2,247戸（－２）

９月末日現在、（ ）は対前月比

〈写真提供／大阪市阿倍野区　藤原好明氏〉
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タ
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ウ
科
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